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表紙の写真　勝利をめざしてひたすら前へ！

C O N T E N T S

02　観光をとおした地域づくり
    ～「仙台・宮城デスティネーションキャンペーン」のその後～

04　平成 21 年 6 月 1 日から

　　ごみ集積所から資源物を持ち去ることは条例で禁止されます

06　小・中学生平和作文コンクール

08　おおさきインフォ＆ニュース
　　■宝の都（くに）・活性化貢献賞　
　　■大崎市健康増進計画パブリックコメント募集

　　　■第 2 回　フランク永井歌コンクール開催　ほか

12　興味津々　吉野作造の軌跡をたどる

13　情熱大崎　マーチングバンド
　　　　　　　　         M シティーマーチングバンド楽

が く と

人

14　国民健康保険の手続きは 14 日以内に

15　市有地の売り払い

16　今月のお知らせ

26　育児相談、乳幼児健診

27　救急当番医

2
ノルディックスキーのメッカ

上野々クロスカントリーコース
　それまで、深い雪の上は「かんじき」をは

いて歩くものと思われていた大正時代中期、

鳴子温泉地域にスキーが伝わりました。

　スキーの楽しさと魅力は地域の若者たちを

中心に広がり、旅館主たちの間ではスキーを

使った客の誘引なども話し合われていまし

た。そんな、日本にスキーが広まりつつあっ

た大正 11年、鳴子温泉を訪れたドイツ人ウィ

ンクラー氏一行により上野々地区がスキー場

に適した地として見出されます。その翌年に

は、スキー場に懸ける地元の人たちの熱意で

上野々地区にスキー場が開設されました。県

内で最も古い歴史を持つ「上野々スキー場」

です（鳴子町観光協会発行　みやぎ鳴子ものがたりより）。

　以来、鳴子温泉地域はスキーの街として、

多くのスキー選手を輩出し、数々のスキー大

会を開催してきました。

　現在の上野々スキー場は、周辺に広がる丘

陵地一帯にクロスカントリースキー競技の公

認コースがある、ノルディックスキーのメッ

カです。

　１月 16 日から 18 日にか

けて、宮城県高等学校総合

体育大会と宮城県中学校総

合体育大会のクロスカント

リー競技が行われ、スピー

ド感あふれる白熱のレース

が繰り広げられました。

※大崎市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

疾走！クロスカントリースキー　①レースを左右するワッ

クスの選択。コーチ陣の経験がものをいいます　②レース前

の板のチェック　③ゴール直前。最後の力を振り絞ります　

④スタート！厳しいレースは自分との闘い　⑤スノーモービ

ルはコース作りに使用するなど大会運営には欠かせません
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